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２
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新
十
二
支
会
例
会
（
龍
仙
山
）
参
加
と
伊
勢
山
上
、
御
在
所
岳 

 

◇
実
施
日 

１
月
７
日
（
日
）
～
９
日
（
火
） 

◇
参
加
者 

沖
崎
吉
信
、
大
江
加
予
子
・
徳
子
、
畑
林
清
子
、
高
階
美
根
子
、

梶
野
照
雄
、
田
中
稔
昭
、
椎
木
堯
、
茂
原
治
（
７
日
）
、
上
村
洋

司
・
和
美
（
７
、
８
日
） 

【
岐
阜
】
堀
義
博
、
高
木
基
揚
、
今
峰
正
利
、
長
屋
桂
子
、
野
村
百
合
子
、
林

真
由
美
、
山
里
里
美
【
千
葉
】
石
岡
慎
介
【
東
京
】
池
田
真
由
美
、
清
水
千

枝
子
【
山
口
】
伊
藤
禎
洋
、
野
原
龍
夫
【
九
州
】
日
向
祥
剛
、
飯
田
勝
之
・

ひ
と
み 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
６
名 

  

元
日
に
は
能
登
半
島
で
大
き
な
地
震
が
あ
り
、
多
数
の
死
傷
者
が
出
た
。
続

い
て
２
日
に
は
羽
田
空
港
で
航
空
機
同
士
が
衝
突
す
る
事
故
が
あ
り
、
波
乱

の
令
和
６
年
の
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
た
。 

 

【
１
月
７
日
】 

 

南
伊
勢
町
の
「
ニ
ュ
ー
浜
口
屋
」
に
集
ま
り
前
夜
祭
に
臨
む
。 

堀
会
長
の
挨
拶
で
始
ま
っ
た
が
「
私
は
石
川
県
輪
島
市
の
出
身
で
、
地
震
で

実
家
が
か
な
り
の
被
害
を
受
け
た
。
ま
た
、
こ
の
会
の
常
連
で
石
川
県
の
太

田
儀
一
氏
（
９
１
歳
）
が
１
月
５
日
に
交
通
事
故
で
お
亡
く
な
り
に
な
っ

た
。
」
と
悪
い
知
ら
せ
が
続
い
た
。
い
つ
も
は
乾
杯
す
る
の
だ
が
、
献
杯
の

後
黙
と
う
を
捧
げ
、
歌
も
慎
み
静
か
な
前
夜
祭
と
な
っ
た
。 

 
 

 
 

 

南
伊
勢
の
海 

 
 
 
 

 

例
会
参
加
者 

 
 

 
 
 

 
 

二
次
会 

【
１
月
８
日
】 

茂
原
先
生
は
早
朝
に
帰
宅
さ
れ
た
。
午
前
８
時
１
５
分
、
宿
を
出
て
南
伊

勢
病
院
の
駐
車
場
に
向
か
う
。
８
台
の
車
の
内
３
台
を
駐
車
場
に
残
し
、
５

車
で
登
山
口
に
向
か
う
。
登
山
口
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
は
昨
日
宿
に
向
か
う
前

に
確
認
し
て
い
る
。
先
客
が
あ
れ
ば
５
台
が
駐
車
で
き
な
い
と
心
配
し
て
い

た
が
、
駐
車
車
両
は
無
く
５
台
が
き
っ
ち
り
収
ま
っ
た
。 

こ
こ
か
ら
舗
装
さ
れ
た
農
道
を
約
７
０
０
ｍ
歩
き
、
登
山
道
を
３
０
分
ほ

ど
登
れ
ば
山
頂
に
着
く
。
ご
高
齢
の
石
岡
さ
ん
は
ゆ
っ
く
り
と
し
た
ペ
ー
ス

で
、
少
々
遅
れ
気
味
だ
。
沖
崎
が
一
緒
に
歩
き
、
途
中
で
一
回
休
憩
し
た
が

５
分
ほ
ど
の
遅
れ
で
山
頂
に
到
着
し
た
。
全
員
が
登
頂
し
、
山
頂
標
識
を
立

て
て
石
岡
氏
の
音
頭
で
万
歳
。
今
年
の
慶
祝
者
、
伊
藤
、
野
原
、
上
村
の
ご

三
方
に
お
祝
い
を
贈
呈
し
恒
例
行
事
を
滞
り
な
く
終
え
て
下
山
す
る
。
山
頂

下
の
不
動
明
王
、
役
行
者
で
今
年
の
登
山
の
無
事
を
祈
願
の
た
め
沖
崎
、
椎

木
で
心
経
を
唱
え
さ
せ
て
頂
い
た
。 



 
 

 
 

 

登
山
口
へ
向
か
う 

 
 

 
 

山
頂
で
万
歳 

 
 
 
 

 

登
頂
し
た
方
々 

南
伊
勢
病
院
の
駐
車
場
に
戻
り
堀
会
長
か
ら
挨
拶
が
あ
り
解
散
と
な
っ
た
。

来
年
の
山
は
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
よ
う
だ
っ
た
。
今
回
も
大
江
さ
ん
は
サ
ン

マ
寿
司
を
全
員
に
配
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。
２
５
人
分
の
調
理
の
手
間
と
出
費
に

感
謝
だ
。 

こ
の
後
今
日
の
宿
泊
地
で
あ
る
湯
の
山
温
泉
に
向
か
う
の
だ
が
、
５
時
間
位 

余
裕
が
あ
る
の
で
朝
熊
山
へ
寄
る
か
、
と
考
え
て
い
た
が
、
め
っ
た
に
来
る 

事
が
な
い
伊
勢
山
上
（
飯
福
田
寺
、
松
阪
市
）
に
行
く
こ
と
に
し
た
。 

大
峰
の
山
上
ヶ
岳
と
同
じ
よ
う
な
行
場
の
あ
る
修
験
道
の
お
寺
だ
。 

山
彦
７
名
と
事
前
に
お
誘
い
し
て
い
た
伊
藤
、
野
原
、
椎
木
の
３
名
が
加
わ
り

１
０
名
で
の
山
彦
オ
プ
シ
ョ
ン
ツ
ア
ー
と
な
る
。 

 

伊
勢
山
上 

玉
城
イ
ン
タ
ー
か
ら
松
阪
イ
ン
タ
ー
ま
で
高
速
道
路
を
走
り
、
伊
勢
山
上
の
案

内
通
り
に
車
を
進
め
る
。
地
図
上
で
は
１
２
㎞
程
だ
が
堀
坂
峠
越
の
道
幅
が
狭

く
、
ス
ピ
ー
ド
は
出
せ
な
い
。
道
路
は
き
れ
い
に
掃
除
さ
れ
て
い
て
、
落
石
や
枯

枝
も
皆
無
だ
っ
た
。
飯
福
田
寺
の
駐
車
場
か
ら
２
０
０
ｍ
ほ
ど
歩
い
て
寺
に
着
く
。 

 
 

 
 

 

飯
福
田
寺
山
門 

 
 
 

 
 

行
場
へ
向
か
う 

 
 
 
 

油
こ
ぼ
し
の
ク
サ
リ
場 

梶
野
、
椎
木
の
２
人
で
行
場
巡
り
を
申
し
込
ん
だ
。
残
り
の
８
名
は
境
内
で
昼
食

を
摂
り
湯
の
山
温
泉
に
向
か
う
。
住
職
か
ら
行
場
の
説
明
を
受
け
、
靴
ま
で
チ
ェ

ッ
ク
さ
れ
た
。
本
堂
前
の
石
段
を
上
が
っ
た
薬
師
堂
横
か
ら
行
場
に
向
か
う
。
行

場
入
り
口
に
は
鳥
居
が
あ
り
、神
仏
習
合
の
名
残
が
判
る
。 

少
し
登
る
と
最
初
の
行
場
「
油
こ
ぼ
し
」
の
岩
場
が
現
れ
る
。
２
０
ｍ
弱
の
ク
サ
リ

場
で
岩
に
窪
み
は
少
な
く
、
見
た
目
は
ち
ょ
っ
と
登
り
づ
ら
い
。
し
か
し
足
を
置

い
て
み
る
と
全
く
滑
ら
ず
ク
サ
リ
を
頼
り
に
す
る
と
簡
単
に
登
る
こ
と
が
で
き

る
。
登
る
と
少
し
ト
ラ
バ
ー
ス
し
岩
屋
本
堂
が
現
れ
る
。
こ
の
お
堂
で
戸
開
と
戸

閉
式
が
行
わ
れ
る
よ
う
だ
。
お
堂
の
右
手
が
「
鐘
掛
」
で
、
ク
サ
リ
が
無
い
オ
ー
バ

ー
ハ
ン
グ
気
味
の
岩
を
登
る
。
こ
こ
が
こ
の
行
場
の
一
番
厄
介
な
と
こ
ろ
で
、
距

離
は
短
い
が
注
意
が
必
要
な
と
こ
ろ
だ
。 

「
鐘
掛
」
を
登
る
と
下
方
に
通
っ
て
き
た
道
路
が
見
え
た
。
数
人
が
手
を
振
っ
て
い



る
。
お
寺
で
行
場
が
見
え
る
と
聞
い
て
や
っ
て
き
た
そ
う
だ
。 

 
 

 
 

 

お
堂
の
脇
を
登
る 

 
 
 

手
を
振
る
メ
ン
バ
ー 

 
 
 

 

尾
根
を
歩
く 

 
 

 
 

 

再
び
岩
場
が
続
く 

 
 
 

 
 
 
 
 

行
場
案
内
図 

岩
場
の
連
続
し
た
行
場
を
過
ぎ
る
と
尾
根
道
に
な
り
、
小
天
井
、
大
天
井
と
続

き
、
再
び
岩
場
と
な
り
亀
岩
、
鞍
掛
岩
、
蟻
の
戸
渡
が
続
く
。
平
等
岩
を
最
後
に

露
岩
の
岩
場
は
終
了
。
１
０
０
数
十
段
の
石
段
を
下
り
て
お
寺
に
戻
っ
た
。
こ
の

間
１
時
間
３
０
分
だ
っ
た
。
住
職
か
ら
裏
行
場
を
勧
め
ら
れ
、裏
行
場
に
向
か
う
。 

お
寺
か
ら
１
５
０
ｍ
ほ
ど
戻
っ
た
対
岸
に
裏
行
場
の
入
り
口
が
あ
る
。
鳥
居
の
す

ぐ
前
に
１
０
ｍ
程
の
岩
斜
面
が
あ
り
、
ク
サ
リ
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
岩
も
表

行
場
と
同
じ
岩
質
で
簡
単
に
登
る
こ
と
が
で
き
る
。
登
り
き
る
と
獅
子
ガ
鼻
と

名
付
け
ら
れ
た
大
き
な
露
岩
の
上
に
出
る
。
こ
の
岩
の
北
端
に
ク
サ
リ
が
あ
り
、

お
よ
そ
１
０
ｍ
を
下
り
裏
行
場
は
終
了
。
車
ま
で
戻
っ
て
湯
の
山
温
泉
に
急
い
だ
。

裏
行
場
は
３
０
分
だ
っ
た
。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

（記
；
梶
野
） 

 

 
 

 
 

 

裏
行
場
入
り
口 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

湯
の
山
温
泉 

  
８
人
が
湯
の
山
温
泉
着
後
、
午
後
５
時
前
に
は
梶
野
、
椎
木
の
二
人
も
到
着

し
、
午
後
６
時
か
ら
１
０
名
で
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
た
。 

 

【
１
月
９
日
】 

 

初
め
て
の
山
、
初
め
て
の
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
に
乗
る
。
全
長
２
１
６
１
ｍ
、
標



高
差
７
８
０
ｍ
で
、
な
か
な
か
す
ご
い
も
の
で
あ
る
。
１
５
分
の
乗
車
で
山
頂

駅
に
着
く
。
山
頂
域
は
晴
天
で
風
も
弱
く
、
一
昨
日
降
っ
た
と
い
う
雪
が
２
０

㎝
ほ
ど
積
も
っ
て
い
る
。
山
頂
三
角
点
迄
リ
フ
ト
も
可
と
し
て
い
た
が
、
好
天

に
つ
ら
れ
全
員
が
歩
い
て
向
か
っ
た
。
積
雪
直
後
で
ア
イ
ゼ
ン
も
必
要
な
く
、

周
り
の
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
３
０
分
で
山
頂
に
着
く
。 

 
 

 
 

 

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
乗
り
場 

 
 

１
５
分
で
山
頂
駅 

 
 

 
 

新
雪
を
歩
く 

山
頂
か
ら
は
３
６
０
度
の
絶
景
で
、
鈴
鹿
山
系
は
勿
論
、
遠
く
に
御
嶽
、
乗
鞍

も
見
え
る
。
条
件
次
第
で
富
士
山
も
見
え
る
よ
う
だ
。 

万
歳
、
集
合
写
真
で
１
５
分
ほ
ど
滞
在
し
引
き
返
し
た
。
宿
の
前
が
ロ
ー
プ
ウ

ェ
イ
乗
り
場
だ
っ
た
の
で
思
い
の
ほ
か
早
く
下
山
で
き
た
。
山
頂
レ
ス
ト
ラ
ン

で
コ
ー
ヒ
ー
や
生
ビ
ー
ル
を
頂
き
午
前
１
１
時
過
ぎ
に
車
に
戻
り
解
散
。 

広
島
、
山
口
の
お
三
方
を
近
鉄
の
湯
の
山
温
泉
駅
ま
で
お
送
り
し
帰
宅
し
た
。 

 

新
十
二
支
会
は
年
配
の
方
も
多
く
登
る
山
は
限
定
さ
れ
る
が
、
皆
さ
ん
そ
れ

ぞ
れ
過
去
の
キ
ャ
リ
ア
を
お
持
ち
で
あ
る
。
色
々
と
お
話
を
聞
き
、
交
流
を
持

つ
こ
と
は
大
事
だ
。
波
乱
の
幕
開
け
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
令
和
６
年
だ
が
こ
の

先
何
事
も
無
く
平
穏
に
経
過
す
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
だ
。 

（
記
；
沖
崎
） 

 

 
 

 
 

 

御
在
所
岳
山
頂
で 

 
 

 
 

山
頂
遠
景 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

下
山 

行
動
タ
イ
ム 

【
１
月
８
日
】08

：15

ニ
ュ
ー
浜
口
屋
→09

：00

駐
車
地
→09

：55

龍
仙
山

山
頂10

：25

→11

：10

駐
車
地
→11

：26

南
伊
勢
病
院
駐
車
場
→12

：46

飯

福
田
寺
→13

：00

行
場
巡
り14

：25

→14

：44

裏
行
場
→15

：15

飯
福
田
寺

→16

：54

湯
の
山
温
泉 

【
１
月
９
日
】
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
湯
の
山
温
泉
駅

09

：00

→
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
山

上
公
園
駅09

：17

→09

：53

御
在
所
岳
山
頂10

：05

→10

：30

ロ
ー
プ
ウ
ェ

イ
山
上
公
園
駅
→11

：25

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
湯
の
山
温
泉
駅 

 


